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論　文　内　容　要　旨
〔目　的〕
子宮粘膜下筋腫の大きさや内脛側への突出度により筋腫被覆内膜の受ける機械的影響が異なる
筈であり、すでにSEM的に観察された被覆上皮のみならず、未検討の腺管、動・静脈、間質細
胞および繊維の所見および相互関係を微細立体的レベルで解明するため、子宮腔内への筋腫の突
出度が軽度の場合（GradeI）、半球状の場合（GradeE）、球状の場合（Grade皿）と大きく3
つに分類し、その子宮内膜割断面に組織消化法を施しSEM的に観察を行った。加えて、筋層内
に侵入・埋没して異所性存在を示す子宮腺筋症の筋層内子宮内膜組織に関しても検討した。
●
〔方　法〕
手術により摘出された子宮から被覆内膜を筋腫を含む筋層と共に弁状に切り出したもので、し
かも筋腫より離れた周辺子宮内膜が組織学的に増殖期中期を示していた27例を実験材料とし、実
験方法は先に我々が子宮内膜用に最適条件を設定した酵素組織消化法により試料を作製し、正常
組織部を対照として病変部の観察を行った。
〔結果と考察〕
筋腫の内腔側への突出度に応じて腺管の走行・形態および分布、血管の走行と分布、また腺腔
に面する腺細胞の形態、特にその表面形態に特徴ある種々の所見が認められた。GradeIでは、
子宮内膜の厚さは、ほぼ正常であり、腺内腔は浅層では正常より明らかに狭いが、深層ではかえ
って拡大蛇行傾向が認められた。腺細胞の丈はやや低いが均一な細胞配列を呈する。細胞表面接
合部は平坦である場合が多い。表面は半楕円形にほぼ均一に隆起する。徴絨毛（m．Ⅴ．）はやや疎
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に分布し多少の長短がある。深層では半楕円体形や大きく不整に緊清隆起した細胞が多く、それ
らの表面には浮腫状のm．V。がみられる。血管の分布および形態には特記すべき変化はないが、た
だ、深層での軽度な拡大傾向が指摘できる。間質細胞の大きさははぼ均一であるが、正常問質に
比し幾分疎に分布する。GradeIIでは、子宮内膜の厚さは明らかに薄い。腺管は斜に走っており
分布も比較的疎になる。浅層では内腔の狭少化がみられるが、深層ではかえって拡大している。
腺腔に面する腺細胞の丈は全般的には低く、表面積は大小不同を呈し、細胞配列も不均一となる。
細胞表面は半球～半楕円体状の不整形の突出を示す細胞と平坦な亀甲状細胞がみられる。m．Ⅴ．は
細長く疎に分布する。短く点状のもの。不整な浮腫状のものもある。また、m．Ⅴ．を欠き表面に敵
襲を形成した細胞が混在し、萎縮所見と考えられる。血管は動・静脈ともにとりわけ静脈系は浅
層では疎に分布し、内脛は軽度拡大しているのに対し、深層での分布は概して密で内腔も拡大し
ている。問質はGradeIに比し相対的に減少している。問質細胞の大きさは均一であるが、間質
細胞の減少と間質繊維成分の相対的増加を認める。GradeⅢの子宮内膜は極端に薄い。腺管は、
浅層では腺脛は狭少であり、子宮内膜表面と平行に横走する。深層では腺腔の拡大傾向は益々強
い。すなわち、筋腫の子宮脛への突出が増すにつれて、子宮内膜は伸展・罪薄化され、腺の分布
は疎となる。表層では深層部よりも左右に働く張力の影響がより大きく、したがって腺腔は斜行
～構走し、且つ腺の内腔は狭少化される。逆に深層部においては、筋腫自体からの圧迫により腺
腔の拡大・蛇行を示すものの、腺細胞は丈は低く表面積の大小不同はより著明なため細胞配列も
極めて不規則である　m．Ⅴ．は極めて少なく、敏襲形成細胞も多くなる。これらは圧迫、伸展、血流
障害による強度の細胞萎縮～壊死所見と解される。血管は極めて疎に分布しているが、深層部に
おいては動・静脈ともに明らかに拡大しており、静脈洞もみられる。内膜問質や繊維がほとんど
みられないこともあいまって、血管系は密に分布しているといえる。血管についてもその脛は筋
腫突出度の進行につれ拡大し、且つ密在するということができる。間質細胞は減少するがその大
きさおよび繊維の太さは正常と変わらない。
子宮腺筋症については、節層内の異所性内膜組織として、組織消化法の採用によって初めてS
EMにより観察することができた。正常子宮内膜基底層細胞が表面半球状に膨隆し、長いm．Ⅴ違
多数有するのに比し、この腺筋症の腺細胞表面は、扁平であり点状m．Ⅴ．を有しており、明らか
に形態を異にする。これは腺上皮細胞の強度萎縮所見と解され、この所見上からは卵胞期中期に
ありながら充分estrogen効果が出ていないので、たとえ内分泌的に黄体期に入ったとしても分
化することなく、且つホルモン消退による出血、剥離等の現象は起こらないものと考えられる。
〔結　論〕
子宮粘膜下筋腫を子宮腔への突出度から3つの型に分類し、これらを被覆する子宮内膜の切断
面についてSEM的観察を行った　この観察は先に我々の見出した子宮内膜に最適の組織消化法に
より初めて容易になされえた。
筋腫の内腔への突出度に応じて腺管の走行・形態および、血管の走行と分布、また腺腔に面す
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る腺細胞の形態、特にその細胞表面形態に特徴ある所見が認められ、筋腫の突出度が進めば、圧
迫により内膜各構成要素の萎縮が進行す’るものと解される。
子宮腺筋症では筋層に埋没している内膜組織は萎縮状態にあると解され性ステロイドに対する
不応性を裏付ける。
●
学位論文審査の結果の要旨
著者は、いままで観察されなかった、子宮筋腫のある子宮内膜と、子宮腺筋症の腺管の構築を
走査電子顕微鏡で観察し、筋腫による子宮内膜の形態変化、粘膜が萎縮にいたる過程、腺管上皮
と問質、とくに血管との関係、子宮腺筋症で形成される腺管の特異性などを調べた。走査電子顕
微鏡は、組織や細胞の表面を観察するものであるが、著者は極めて柔らかい組織である子宮内膜
に適した組織消化法を考案し、子宮内膜や筋層の割断面から、腺管の立体構築や腺管を構成する
細胞の表面形態を観察することに成功した。組織消化法では、2．5％glutaraldehydeで固定し
た材料の割断面を作り、COllagenase．hyaluronidaseやtrypsinで処理する方法を工夫して
いる。材料は、いずれも増殖期中期のものである。
筋腫の内腔側への突出度に応じて子宮内膜腺管の走行、形態および分布、血管の走行と分布、
また腺腔に面する腺細胞の形態、特にその表面形態に特徴ある所見を認めた。筋腫があまり内腔
側に突出していない場合（gradel）には、腺管め厚さと形態は正常に近く、細胞の表面は円形
でよく発達した微絨毛がみられたが、筋腫が内腔側に半球状に（grade2）、あるいは球状に
（grade3）に突出した状態では、内膜全体が薄くなり、腺管の屈曲や蛇行が目立った。このと
き、腺管の上皮細胞の表面には敏襲形成が起こり、微絨毛が減少していた。筋腫の突出度のgra・
deが進めば、動脈と静脈の拡張がみられるようになり、一方、腺維芽細胞や線維成分は減少して
いた。これらの所見は、筋腫が粘膜下に存在すると粘膜や腺菅が萎縮に陥ることを意味している。
子宮腺筋症では筋層内に内膜腺が増生するが、これらの腺は全体として球形ないし楕円形で、細
胞の表面はむしろ扁平で、微絨毛の発達が悪かった。これは、細胞の分化度が悪いことを意味し
ており、この細胞のestrogenの不応性に対応する所見と解釈された。
以上の結果は、子宮筋腫や子宮腺筋症がみられる子宮の内膜変化を明かにしたものであり、子
宮内膜に萎縮を認める婦人科の臨床に参考になる基礎的な所見を与えるもので、医学博士の学位
に値すると認められる。
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